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は
じ
め
に
二
〇
〇
八
年
一
一
月
四
日
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
は
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
は
史
上
初
の
当
選
と
い
う
こ
と
か
ら
、
世
界
中
の
人
々
が
そ
の
勝
利
を
祝
福
し
、
今
回
の
選
挙
結
果
は
歴
史
的
意
義
を
持
つ
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
疑
念
、
経
済
情
勢
の
悪
化
な
ど
八
年
間
の
共
和
党
政
権
に
対
す
る
否
定
的
な
国
民
感
情
か
ら
民
主
党
優
位
の
趨
勢
が
あ
り
、
オ
バ
マ
の
当
選
は
マ
ケ
イ
ン
に
対
す
る
地
滑
り
的
勝
利
よ
り
も
予
備
選
で
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
に
対
す
る
辛
勝
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
事
実
、
ア
フ
リ
カ
系
移
民
へ
の
対
抗
か
ら
多
く
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
が
ヒ
ラ
リ
ー
を
支
持
し
、
学
歴
や
所
得
の
低
い
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー
が
ヒ
ラ
リ
ー
の
陣
営
に
加
わ
る
な
ど
、
移
民
や
労
働
組
合
の
動
向
は
予
備
選
の
過
程
を
通
じ
て
錯
綜
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
文
脈
か
ら
、
本
論
で
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
動
向
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
や
Ｃ
Ｔ
Ｗ
と
い
っ
た
労
働
組
合
の
選
挙
へ
の
対
応
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
民
主
党
の
支
持
基
盤
と
さ
れ
て
き
た
移
民
や
労
働
組
合
の
近
年
に
お
け
る
変
容
と
そ
の
社
会
的
内
実
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
ま
た
地
政
学
的
に
は
、
南
部
諸
州
が
強
固
に
マ
ケ
イ
ン
を
支
持
し
続
け
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
み
ら
れ
る
南
部
の
変
容
に
つ
い
て
、
「
公
民
権
問
題
」
を
め
ぐ
る
民
主
党
保
守
派
の
動
向
、
特
殊
な
労
働
法
制
を
背
景
と
す
る
サ
ン
ベ
ル
ト
の
興
隆
な
ど
の
歴
史
的
要
因
を
中
心
に
再
考
し
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
社
会
が
抱
え
る
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
大
統
領
選
挙
の
結
果
の
み
な
ら
ず
上
下
両
院
の
構
成
も
含
め
て
、
二
〇
〇
八
年
の
選
挙
結
果
は
ど
の
よ
う
な
中
長
期
的
意
義
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
？
八
年
間
の
共
和
党
政
権
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
一
九
九
四
年
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中
間
選
挙
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
継
続
し
て
い
た
中
道
右
派
の
政
治
潮
流
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
三
〇
年
続
い
た
新
自
由
主
義
の
時
代
が
終
焉
を
迎
え
た
と
す
る
論
考
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
広
義
の
政
治
経
済
体
制
も
含
め
て
、
岐
路
に
立
つ
ア
メ
リ
カ
政
治
の
社
会
的
内
実
を
検
討
す
る
。
第
一
章
　
ア
メ
リ
カ
民
主
党
の
支
持
基
盤
と
そ
の
変
容
（
１
）
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
・
シ
ュ
プ
レ
マ
シ
ー
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
へ
議
会
の
構
成
を
中
心
に
政
党
編
成
を
概
観
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
過
去
に
二
度
の
安
定
し
た
長
期
レ
ジ
ー
ム
を
経
験
し
て
い
る
。
共
和
党
の
一
八
九
六
体
制
と
民
主
党
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
の
研
究
に
も
あ
る
よ
う
に
一
八
九
六
体
制
下
の
共
和
党
優
位
は
議
席
占
有
率
で
は
ニ
ュ
デ
ィ
ー
ル
期
の
民
主
党
優
位
を
も
凌
ぐ
比
率
を
誇
っ
て
い
た
。
三
〇
年
に
及
ぶ
体
制
下
で
、
共
和
党
が
選
挙
に
敗
れ
た
の
は
一
九
一
〇
年
下
院
、
一
九
一
二
年
上
下
両
院
、
一
九
一
六
年
上
院
と
三
度
し
か
な
い
。
ま
た
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
も
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
タ
フ
ト
が
分
裂
選
挙
を
い
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
勝
利
し
た
一
九
一
二
年
と
彼
の
再
選
を
除
く
と
す
べ
て
共
和
党
が
勝
利
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
の
民
主
党
の
基
盤
は
南
部
保
守
派
と
都
市
部
の
後
発
移
民
で
あ
り
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
多
数
派
形
成
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
（
１
）
。
大
恐
慌
を
契
機
と
す
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
―
ル
連
合
の
形
成
は
民
主
党
の
長
期
安
定
を
も
た
ら
し
た
が
、
三
〇
年
に
及
ぶ
体
制
下
で
民
主
党
が
敗
れ
た
の
は
、
一
九
四
六
年
上
下
両
院
、
一
九
五
二
年
上
下
両
院
の
二
度
し
か
な
い
。
下
院
に
至
っ
て
は
一
九
六
四
年
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
崩
壊
後
も
一
九
九
四
年
の
中
間
選
挙
ま
で
多
数
が
維
持
さ
れ
た
。
大
統
領
選
挙
に
つ
い
て
も
民
主
党
か
ら
の
要
請
を
拒
ん
だ
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
英
雄
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
一
九
五
二
年
、
五
六
年
に
当
選
し
た
以
外
は
す
べ
て
民
主
党
が
勝
利
し
て
い
る
。
民
主
党
の
長
期
安
定
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
・
労
働
組
合
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
南
部
保
守
派
の
連
合
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
南
部
保
守
派
が
潜
在
的
に
抱
え
て
い
た
他
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
亀
裂
が
公
民
権
問
題
を
契
機
に
顕
在
化
し
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
は
崩
壊
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
・
労
働
組
合
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
間
に
も
多
く
の
確
執
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
確
執
を
中
心
に
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
の
間
に
民
主
党
の
基
盤
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
概
観
し
て
お
こ
う
（
２
）
。
発
足
当
初
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
―
ル
は
失
業
率
二
五
％
、
鉱
工
業
生
産
六
〇
％
に
減
少
、
九
万
の
企
業
と
九
〇
〇
〇
の
銀
行
が
倒
産
と
い
っ
た
状
況
下
で
、
経
済
復
興
と
社
会
改
良
を
同
時
に
進
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
政
権
一
期
目
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
産
業
復
興
法
体
制
の
も
と
で
、
労
使
双
方
の
意
向
や
業
界
間
の
矛
盾
す
る
要
求
を
受
け
入
れ
た
た
め
に
成
果
の
乏
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
産
業
界
が
合
衆
国
商
工
会
議
所
で
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
批
判
を
展
開
す
る
中
で
、
民
主
党
政
権
は
支
持
基
盤
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
一
九
三
五
年
七
月
の
ワ
グ
ナ
ー
法
制
定
は
、
前
年
に
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
労
働
法
案
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に
対
し
拒
否
権
を
行
使
し
た
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
都
市
労
働
者
や
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
へ
と
政
権
の
軸
を
動
か
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
急
進
派
中
心
の
政
策
は
一
九
三
五
年
か
ら
四
四
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
が
、
一
九
四
四
年
の
党
大
会
で
現
職
の
副
大
統
領
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
を
ト
ル
ー
マ
ン
が
破
り
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
死
後
政
権
を
継
承
す
る
に
及
ん
で
、
政
権
の
軸
は
中
道
右
派
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
ロ
ル
ド
・
イ
ク
ス
内
務
長
官
、
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
財
務
長
官
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
商
務
長
官
ら
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
の
主
要
閣
僚
た
ち
は
、
一
九
四
四
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
相
次
い
で
辞
任
し
、
ジ
ロ
ン
・
リ
ー
ド
会
長
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
、
副
会
長
ド
レ
イ
パ
ー
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
副
頭
取
ス
ナ
イ
ダ
ー
な
ど
が
閣
僚
に
登
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
３
）
。
翌
四
七
年
に
は
ワ
グ
ナ
ー
法
に
変
わ
り
、
南
部
保
守
派
の
離
反
に
よ
り
ト
ル
ー
マ
ン
の
拒
否
権
を
も
超
え
て
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
が
制
定
さ
れ
、
戦
後
労
働
法
制
の
基
準
と
し
て
定
着
す
る
。
し
か
し
こ
の
法
律
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
禁
止
し
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
さ
え
州
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
禁
止
し
う
る
一
四
条
ｂ
項
「
労
働
権
規
定
」
を
含
ん
で
お
り
、
後
に
南
部
で
労
働
な
き
企
業
社
会
が
展
開
さ
れ
る
際
の
法
的
根
拠
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
同
法
は
職
場
か
ら
の
共
産
主
義
者
一
掃
を
意
図
す
る
制
度
趣
旨
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
「
経
営
権
承
認
・
非
政
治
化
」
と
い
う
戦
後
労
働
運
動
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
く
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
で
は
急
進
派
労
組
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
保
守
派
労
組
Ａ
Ｆ
Ｌ
が
拮
抗
し
て
い
た
が
、
一
九
五
五
年
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
合
同
後
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
「
基
幹
労
働
者
の
高
所
得
・
先
任
権
ル
ー
ル
に
よ
る
雇
用
保
障
」
が
労
働
界
全
体
を
覆
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
制
定
に
寄
与
し
た
急
進
派
や
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
が
元
副
大
統
領
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
を
「
進
歩
党
」
か
ら
擁
立
、
南
部
保
守
派
が
「
デ
ィ
キ
シ
ー
・
ク
ラ
ッ
ツ
」
か
ら
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
知
事
ス
ト
ロ
ー
ム
・
サ
ー
モ
ン
ド
を
擁
立
と
い
う
形
で
、
党
公
認
の
ト
ル
ー
マ
ン
も
含
め
三
人
の
候
補
者
が
出
馬
す
る
分
裂
選
挙
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ル
ー
マ
ン
は
共
和
党
候
補
デ
ュ
ー
イ
を
破
り
再
選
を
果
た
す
。
戦
後
期
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
は
、
経
済
界
・
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
大
企
業
労
組
・
独
立
自
営
農
民
な
ど
を
中
心
に
お
き
な
が
ら
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
や
急
進
派
、
南
部
保
守
派
を
体
制
内
に
包
摂
す
る
政
党
編
成
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
南
部
保
守
派
が
抱
え
て
い
る
潜
在
的
亀
裂
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
経
済
界
の
み
な
ら
ず
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
も
リ
ベ
ラ
ル
派
が
厳
し
く
反
目
し
あ
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
基
幹
労
働
者
重
視
の
労
働
組
合
は
「
移
民
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
雇
用
を
奪
う
」
と
公
言
す
る
な
ど
移
民
労
働
者
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
も
相
容
れ
な
い
体
質
を
抱
え
て
い
る（４
）
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
は
、
議
会
の
構
成
に
見
ら
れ
る
長
期
的
安
定
と
は
裏
腹
に
社
会
的
内
実
と
し
て
は
潜
在
的
な
矛
盾
と
対
立
の
上
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
２
）
一
九
九
四
年
中
間
選
挙
と
民
主
党
支
持
基
盤
の
変
容
一
九
九
四
年
の
中
間
選
挙
は
共
和
党
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た
。
民
主
党
は
下
院
で
五
四
議
席
を
失
い
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
崩
壊
後
三
〇
年
間
維
持
し
て
い
た
議
会
の
優
位
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
中
間
選
挙
は
一
般
に
現
職
大
統
領
側
に
不
利
な
結
果
と
な
る
場
合
が
多
い
が
、
上
下
両
院
に
お
け
る
共
和
党
の
優
位
は
そ
の
後
二
〇
〇
六
年
ま
で
一
二
年
間
続
く
こ
と
に
な
る
。
九
四
年
の
中
間
選
挙
に
お
け
る
最
大
の
争
点
は
国
民
健
康
保
険
改
革
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
は
公
的
な
国
民
皆
保
険
が
存
在
し
な
い
。
大
企
業
労
組
が
交
渉
で
「
雇
用
主
提
供
型
医
療
保
険
」
を
手
に
し
て
い
る
の
に
対
し
中
間
層
・
自
営
業
者
は
民
間
保
険
に
自
己
加
入
し
な
け
れ
ば
無
保
険
者
と
な
っ
て
し
ま
う
。
貧
困
層
や
高
齢
者
に
対
し
て
は
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
公
的
に
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
米
国
民
の
一
五
％
・
四
七
〇
〇
万
人
は
無
保
険
者
の
ま
ま
で
あ
る
（
５
）
。
ク
リ
ン
ト
ン
は
「
中
小
企
業
に
も
従
業
員
に
対
す
る
経
営
者
の
保
険
費
用
負
担
を
義
務
つ
け
る
改
革
案
」
を
提
出
し
た
が
、
拠
出
者
に
想
定
さ
れ
る
全
米
自
営
業
者
連
合
Ｎ
Ｆ
Ｂ
の
人
々
は
改
革
を
阻
止
す
る
た
め
に
政
治
的
に
覚
醒
し
た
。
全
米
税
制
改
革
評
議
会
Ａ
Ｔ
Ｒ
は
健
康
保
険
改
革
を
阻
止
す
る
た
め
「
水
曜
会
」
を
組
織
しLeave
U
s
A
lone
C
oalition
を
結
成
す
る
こ
と
で
草
の
根
保
守
層
を
動
員
し
た
の
で
あ
る
。
自
ら
は
雇
用
主
提
供
医
療
保
険
を
手
に
し
て
い
る
大
企
業
労
組
が
国
民
皆
保
険
実
現
に
消
極
的
態
度
を
と
っ
た
こ
と
と
こ
の
結
果
は
無
関
係
で
は
な
い
（
６
）
。
そ
も
そ
も
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
基
幹
労
働
者
の
利
益
を
重
視
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
て
お
り
、
大
企
業
労
使
関
係
を
軸
と
す
る
高
賃
金
・
フ
リ
ン
ジ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
雇
用
主
提
供
型
医
療
保
険
は
受
益
者
を
限
定
し
て
い
る
。「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」
は
高
度
成
長
期
に
お
い
て
さ
え
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
貧
困
層
を
外
部
化
し
た
う
え
で
「
も
う
ひ
と
つ
の
ア
メ
リ
カ
」
と
コ
イ
ン
の
表
と
裏
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
公
的
国
民
皆
保
険
が
存
在
し
な
い
制
度
設
計
も
、
一
九
五
三
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
の
大
企
業
労
組
の
政
策
選
択
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
は
労
組
の
影
響
力
を
低
下
さ
せ
、
格
差
の
拡
大
を
助
長
し
て
き
た
が
、
基
幹
労
働
者
と
周
辺
部
の
人
々
を
結
び
つ
け
る
契
機
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
九
四
年
中
間
選
挙
に
お
い
て
七
三
人
の
共
和
党
下
院
議
員
が
初
当
選
し
た
が
、
そ
の
影
で
プ
ロ
レ
ー
バ
ー
の
民
主
党
議
員
が
二
九
人
落
選
し
て
い
る
（
７
）
。
こ
う
し
た
文
脈
を
受
け
て
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
刷
新
を
掲
げ
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
執
行
部
を
組
織
し
た
の
が
ジ
ョ
ン
・
ス
ウ
ィ
ニ
ー
で
あ
る
。
戦
後
期
の
労
働
運
動
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
女
性
を
重
視
し
、
環
境
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
争
点
を
取
り
上
げ
、
社
会
運
動
と
連
携
し
、
国
際
連
帯
を
目
指
す
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
組
織
率
は
一
三
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
二
〇
〇
四
年
を
例
に
と
れ
ば
民
主
党
の
獲
得
し
た
五
五
〇
〇
万
票
の
う
ち
三
分
の
一
に
あ
た
る
一
八
〇
〇
万
票
が
組
合
員
家
庭
か
ら
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
に
今
日
に
お
い
て
も
労
働
組
合
の
動
向
に
民
主
党
が
依
存
し
て
い
る
こ
と
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は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
の
も
と
で
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
労
組
の
関
係
が
変
容
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
ニ
タ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
労
働
者
の
権
利
擁
護
に
も
近
年
は
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。「
移
民
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
雇
用
を
奪
う
」
と
い
っ
た
反
・
移
民
感
情
か
ら
、
労
働
組
合
は
非
合
法
移
民
の
雇
用
者
に
懲
罰
を
課
す
移
民
法
を
提
起
し
て
き
た
が
、
一
九
九
二
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
系
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
連
合
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ａ
結
成
以
後
は
変
化
が
み
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
六
〇
〇
万
人
の
非
合
法
移
民
に
対
す
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
と
雇
用
主
へ
の
制
裁
撤
廃
が
政
策
と
し
て
提
言
さ
れ
た
（
８
）
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
は
全
人
口
の
一
三
％
を
占
め
、
ア
フ
リ
カ
系
と
並
ぶ
戦
略
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
テ
キ
サ
ス
な
ど
の
重
要
州
で
有
権
者
の
三
二
％
を
占
め
る
な
ど
そ
の
動
向
は
無
視
で
き
な
い
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
有
権
者
は
二
〇
〇
〇
年
六
五
％
、
二
〇
〇
四
年
五
五
％
、
二
〇
〇
八
年
六
七
％
と
強
力
な
民
主
党
支
持
基
盤
と
な
っ
て
い
る
（
９
）
。
二
〇
〇
五
年
九
月
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｔ
Ｗ
）
が
発
足
し
労
働
運
動
も
再
活
性
化
の
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
二
〇
〇
六
年
中
間
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
の
勝
利
と
短
絡
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
九
四
年
か
ら
一
二
年
間
続
い
た
中
道
右
派
の
潮
流
と
は
異
な
る
政
治
的
方
向
性
が
示
唆
さ
れ
て
き
て
い
る
。
一
二
年
の
試
練
を
え
て
民
主
党
の
支
持
基
盤
も
刷
新
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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上院 下院
民主 共和 民主 共和
1964 ジョンソン（民主） 68 32 295 140
1966 64 36 247 187
1968 ニクソン（共和） 57 43 243 192
1970 54 44 255 180
1972 56 42 242 192
1974 フォード（共和） 60 38 291 144
1976 カーター（民主） 61 38 292 143
1978 58 41 277 158
1980 レーガン（共和） 46 53 242 192
1982 46 54 269 166
1984 47 53 253 182
1986 55 45 258 177
1988 ブッシュ（共和） 55 45 260 175
1990 56 44 267 167
1992 クリントン（民主） 57 43 258 176
1994 48 52 204 230
1996 45 55 206 228
1998 45 55 211 223
2000 ブッシュ（共和） 50 50 212 221
2002 48 51 204 229
2004 44 55 211 223
2006 51 49 236 199
2008 オバマ（民主） 58 40 255 175
図表１ 公民権法制定・ニューディール連合崩壊後の議会構成
（CNN Election Center 2008を参考に筆者が作成）
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第
二
章
　
南
部
の
変
容
と
そ
の
背
景
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
・
シ
ュ
プ
レ
マ
シ
ー
（
一
八
九
六
体
制
）
の
も
と
で
は
、
南
部
は
民
主
党
の
強
固
な
基
盤
と
し
て
反
・
共
和
党
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
た
。
南
部
の
保
守
的
立
場
と
一
九
世
紀
の
政
治
的
構
図
に
何
の
矛
盾
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
（
一
九
三
二
体
制
）
が
新
た
な
長
期
体
制
と
な
る
中
で
、
民
主
党
内
に
は
米
国
政
治
で
最
も
進
歩
的
立
場
と
最
も
保
守
的
立
場
が
共
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
こ
う
し
た
亀
裂
は
時
に
深
刻
な
党
内
対
立
を
生
ん
だ
。
さ
ら
に
戦
後
期
の
政
治
過
程
の
中
で
南
部
の
保
守
的
民
主
党
員
は
、
次
第
に
共
和
党
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
契
機
と
な
る
の
は
「
公
民
権
問
題
」
へ
の
反
発
、
そ
し
て
「
ノ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン
戦
略
に
依
拠
し
た
サ
ン
ベ
ル
ト
の
興
隆
」
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
戦
後
期
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
南
部
諸
州
の
動
向
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
南
部
の
変
容
を
も
た
ら
し
た
二
つ
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
（
１
）
戦
後
期
の
大
統
領
選
挙
に
み
る
南
部
の
動
向
第
二
章
で
対
象
と
す
る
南
部
と
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
・
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
テ
ネ
シ
ー
・
ア
ラ
バ
マ
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
・
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
・
ル
イ
ジ
ア
ナ
・
フ
ロ
リ
ダ
・
テ
キ
サ
ス
の
一
一
州
を
指
す
（
10
）
。
一
九
四
八
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
至
る
大
統
領
選
挙
の
中
で
分
水
嶺
を
な
す
の
は
公
民
権
問
題
が
顕
在
化
し
た
一
九
六
四
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
南
部
は
候
補
者
が
進
歩
的
で
あ
れ
保
守
的
で
あ
れ
民
主
党
の
強
固
な
基
盤
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
六
八
年
以
降
の
選
挙
で
は
情
勢
が
一
変
す
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
選
出
の
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
選
出
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
を
除
く
と
民
主
党
候
補
が
南
部
の
代
議
員
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
テ
ネ
シ
ー
州
選
出
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ゴ
ア
す
ら
地
元
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
民
主
党
系
独
立
候
補
ス
ト
ロ
ー
ム
・
サ
ー
モ
ン
ド
が
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ア
ラ
バ
マ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
を
獲
得
し
、
他
の
七
州
は
ト
ル
ー
マ
ン
が
勝
利
し
た
。
結
果
と
し
て
南
部
一
一
州
は
す
べ
て
民
主
党
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
続
く
一
九
五
二
年
、
五
六
年
の
選
挙
は
い
ず
れ
も
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
対
ア
ド
レ
イ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
構
図
と
な
っ
た
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
圧
勝
の
中
で
民
主
党
が
維
持
で
き
た
の
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
南
部
諸
州
だ
っ
た
。
五
二
年
に
は
獲
得
し
た
九
州
の
う
ち
七
州
が
南
部
、
そ
れ
に
加
え
て
隣
接
す
る
境
界
州
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
と
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
五
六
年
も
獲
得
州
七
の
う
ち
六
が
南
部
と
い
う
惨
敗
だ
っ
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
決
し
て
保
守
的
候
補
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
外
国
語
に
堪
能
な
国
際
派
で
あ
り
、
そ
の
後
キ
ュ
ー
バ
危
機
に
際
し
国
連
大
使
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
維
持
で
き
た
の
は
南
部
の
基
盤
の
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
の
選
挙
で
は
ケ
ネ
デ
ィ
対
ニ
ク
ソ
ン
の
接
戦
が
南
部
に
も
持
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図表2 公民権法制定と南部の変容　1956年と1964年の大統領選挙
（Guide To U.S.Election 2004 p. 792, p. 794）
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ち
込
ま
れ
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
南
部
一
一
州
の
内
六
州
を
獲
得
し
優
位
を
保
っ
た
。
続
く
六
四
年
の
選
挙
で
は
テ
キ
サ
ス
州
選
出
の
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
全
国
レ
ベ
ル
で
圧
勝
す
る
と
同
時
に
南
部
で
も
六
州
を
獲
得
す
る
も
の
の
、
対
立
候
補
バ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
保
守
思
想
に
南
部
諸
州
は
共
鳴
し
、
共
和
党
獲
得
の
六
州
の
内
五
州
が
南
部
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
図
表
２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
一
九
五
六
年
の
結
果
と
一
九
六
四
年
の
結
果
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
民
主
党
の
候
補
者
は
南
部
出
身
者
以
外
南
部
諸
州
の
獲
得
が
困
難
と
な
っ
て
ゆ
く
（
11
）。
一
九
六
八
年
、
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
ハ
ン
フ
リ
ー
が
南
部
で
獲
得
で
き
た
の
は
テ
キ
サ
ス
一
州
の
み
だ
っ
た
。
七
二
年
に
民
主
党
の
獲
得
し
た
南
部
諸
州
は
な
く
、
七
六
年
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
選
出
の
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
が
バ
ー
ジ
ニ
ア
を
除
く
南
部
一
〇
州
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
八
〇
年
に
は
自
ら
の
選
出
州
ジ
ョ
ー
ジ
ア
以
外
は
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
八
四
年
以
降
二
〇
〇
四
年
に
至
る
ま
で
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
を
除
い
て
南
部
諸
州
の
支
持
を
得
た
民
主
党
候
補
は
存
在
し
な
い
。
ク
リ
ン
ト
ン
さ
え
選
出
州
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
を
含
め
二
度
の
選
挙
で
獲
得
し
た
南
部
諸
州
は
各
々
、
ほ
ぼ
半
数
の
六
州
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
二
〇
〇
八
年
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
・
フ
ロ
リ
ダ
の
三
州
を
南
部
か
ら
獲
得
し
た
の
は
健
闘
と
い
っ
て
よ
い
。
「
公
民
権
問
題
」
以
後
、
南
部
保
守
派
は
民
主
党
の
支
持
基
盤
か
ら
離
脱
す
る
傾
向
を
み
せ
、「
ノ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン
戦
略
に
よ
る
南
部
の
興
隆
」
が
顕
在
化
し
た
八
〇
年
代
以
降
は
圧
倒
的
な
共
和
党
の
支
持
基
盤
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
（
２
）
共
和
党
の
主
体
的
戦
略：
労
働
権
法
と
サ
ン
ベ
ル
ト
の
興
隆
建
国
以
来
の
地
政
学
か
ら
み
れ
ば
伝
統
的
に
民
主
党
の
基
盤
で
あ
っ
た
南
部
が
、
近
年
で
は
堅
固
な
共
和
党
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
を
共
和
党
の
側
か
ら
み
れ
ば
そ
こ
に
は
「
民
主
党
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
に
代
わ
る
新
た
な
経
済
社
会
戦
略
」
が
存
在
す
る
。
篠
田
徹
は
「
労
組
な
き
企
業
社
会：
サ
ン
ベ
ル
ト
の
ノ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン
戦
略
」
を
指
摘
し
、
ア
メ
リ
カ
政
治
全
体
が
共
和
党
優
位
へ
と
向
か
う
潮
流
の
中
で
、
南
部
の
変
容
が
そ
の
震
源
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
南
部
諸
州
に
は
「
雇
用
条
件
と
し
て
組
合
加
入
を
義
務
付
け
る
労
働
協
約
の
禁
止
」
が
法
制
化
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
す
ら
選
別
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
ア
ジ
ア
系
大
企
業
の
南
部
立
地
、
中
西
部
の
空
洞
化
な
ど
と
結
び
つ
き
「
労
組
な
き
企
業
社
会
の
形
成
」
を
促
進
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
南
部
諸
州
は
組
合
組
織
率
が
低
く
、
二
〇
〇
三
年
の
数
字
に
よ
る
と
、
南
部
一
一
州
は
い
ず
れ
も
全
国
三
〇
位
以
下
で
あ
り
、
組
織
率
が
五
％
に
も
満
た
な
い
四
八
―
五
一
位
の
ワ
ー
ス
ト
４
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
こ
う
し
た
傾
向
は
隣
接
地
域
に
も
伝
播
し
、
一
九
七
〇
年
に
組
織
率
四
七
％
を
誇
り
全
米
一
位
で
あ
っ
た
ウ
ェ
ス
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
も
、
二
〇
〇
三
年
に
は
一
三
％
と
全
国
平
均
並
み
の
数
字
に
低
下
し
全
国
二
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ン
ベ
ル
ト
の
企
業
社
会
イ
メ
ー
ジ
が
全
米
に
拡
大
し
て
い
く
傾
向
と
共
和
党
優
位
へ
向
か
う
政
治
状
況
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
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を
篠
田
徹
は
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
い
る
（
12
）。
こ
う
し
た
傾
向
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
宗
教
・
文
化
戦
略
と
も
連
携
し
て
お
り
過
去
三
〇
年
以
上
に
及
ぶ
保
守
主
義
の
潮
流
と
も
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
―
タ
ー
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
敗
れ
た
一
九
六
四
年
、「
ア
メ
リ
カ
保
守
同
盟
Ａ
Ｃ
Ｕ
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
七
一
年
に
は
「
保
守
系
版
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
」
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
研
究
所
Ａ
Ｅ
Ｉ
」
が
組
織
の
刷
新
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
一
九
七
三
年
に
は
「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
」、
一
九
七
七
年
に
は
リ
バ
タ
リ
ア
ン
系
の
「
ケ
イ
ト
ー
研
究
所
」
が
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図表３ 労働組合組織率の変容
（出典：Estimate of Union density by State.
Barry T. Hirsch, David. A. Macpherson, And Wayne G. Vroman,  Monthly Labour 
Revier,July 2001 p.52）
All States
Alahama
Alaska
Arizona
Arkansas
California
Colorado
Connecticut
Delaware
District of Columbia
Florida
Georgia
Hawaii
ldaho
lllinois
lndiana
lowa
Kansas
Kentucky
Louisiana
Maine
Maryland
Massachusetts
Michigan
Minnesota
Mississippi
……………
………………
………………
………………
……………
……………
……………
…………
……………
………………
………………
………………
…………………
………………
………………
…………………
………………
……………
……………
………………
……………
………
……………
…………
…………
1964
29.3
21.1
39.7
17.6
15.0
33.0
21.2
28.8
29.2
18.4
14.0
11.9
21.7
24.8
35.6
40.9
27.7
21.3
25.0
18.1
23.8
24.7
27.7
44.8
37.0
15.4
1984
19.1
15.2
24.2
9.2
10.0
21.6
13.1
20.5
17.9
17.5
9.6
10.3
29.2
9.5
22.6
25.4
17.4
11.9
17.3
11.1
19.2
18.4
21.4
29.4
23.1
9.7
2000
13.6
9.8
21.9
6.6
5.9
16.4
9.1
16.4
13.4
14.7
6.9
6.3
24.6
7.9
18.7
15.7
13.9
9.1
12.2
7.1
14.3
14.7
14.4
21.0
18.4
6.1
Missouri
Montana
Nebraska
Nevada
New Hampshire
New Jersey
New Mexico
New York
North Carolina
North Dakota
Ohio
Oklahoma
Oregon
Pennsylvania
Rhode lsland
South Carolina
South Dakota
Tennessee
Texas
Utah
Vermont
Virginia
Washington
West Virginia
Wisconsin
Wyoming
……………
……………
……………
………………
……
…………
…………
……………
………
………
…………………
……………
………………
………
…………
………
………
…………
………………
…………………
……………
………………
…………
…………
……………
……………
1964
27.1
37.4
23.0
33.3
24.3
39.4
14.1
35.5
8.4
17.3
37.6
15.8
38.9
37.7
26.0
7.0
14.1
22.1
13.5
23.8
18.5
15.8
44.5
36.5
34.0
21.0
1984
20.0
18.6
14.0
23.9
10.4
25.0
9.8
32.3
7.5
12.7
23.9
10.4
25.1
25.0
22.5
4.2
11.0
13.5
8.0
13.4
11.5
10.8
26.3
24.1
25.0
15.7
2000
13.3
14.3
8.6
17.3
10.5
20.9
8.3
25.7
3.7
6.6
17.5
6.9
16.5
17.0
18.3
4.1
5.7
8.9
5.9
7.5
10.4
5.7
18.5
14.4
17.9
8.5
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発
足
す
る
な
ど
冬
の
時
代
に
あ
っ
て
設
立
さ
れ
た
諸
機
構
が
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
八
六
年
に
は
「
全
米
税
制
改
革
協
議
会
Ａ
Ｔ
Ｒ
」、
さ
ら
に
一
九
八
九
年
に
は
宗
教
右
派
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ア
リ
シ
ョ
ン
」
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
文
脈
を
受
け
、
一
九
九
三
年
に
は
グ
ロ
ー
バ
ー
・
ノ
ー
キ
ス
ト
が
「
水
曜
会
」
を
組
織
し
、
中
小
企
業
経
営
者
の
従
業
員
に
対
す
る
医
療
費
負
担
を
拒
否
す
る
「
全
米
自
営
業
者
連
合
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
」
が
結
集
さ
れ
た
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
宗
教
文
化
戦
略
に
加
え
、
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
と
も
い
う
べ
き
保
守
層
を
共
和
党
が
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
九
三
二
年
以
来
続
い
て
い
た
下
院
に
お
け
る
民
主
党
の
優
位
は
、
一
九
九
四
年
の
中
間
選
挙
で
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
共
和
党
優
位
へ
と
向
か
う
政
治
潮
流
は
、
狭
義
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
や
新
自
由
主
義
の
み
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
七
〇
年
代
以
来
連
綿
と
続
い
て
き
た
保
守
派
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
サ
ン
ベ
ル
ト
に
お
け
る
「
労
組
な
き
企
業
社
会
」
と
い
う
世
界
イ
メ
ー
ジ
の
伝
播
が
、
中
長
期
の
政
治
変
容
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
３
）
民
主
党
保
守
派
の
混
迷：
公
民
権
問
題
を
め
ぐ
る
南
部
保
守
派
の
分
裂
民
主
党
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
に
お
い
て
南
部
保
守
派
の
立
場
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
や
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
。
最
大
の
争
点
は
「
公
民
権
問
題
」
へ
の
対
応
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
の
プ
レ
ッ
シ
ー
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
判
決
で
、
最
高
裁
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
法
の
定
め
る
列
車
客
室
内
で
の
人
種
分
離
を
合
法
と
判
断
し
た
。
こ
れ
は
八
分
の
一
黒
人
の
ホ
ー
マ
ー
プ
レ
ッ
シ
ー
が
白
人
車
両
か
ら
降
車
を
命
じ
ら
れ
た
事
件
の
判
決
で
あ
る
が
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
れ
ば
合
衆
国
憲
法
一
四
修
正
に
違
反
し
な
い
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
南
部
の
現
状
を
追
認
す
る
法
理
が
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
で
覆
さ
れ
る
と
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
選
出
の
上
院
議
員
サ
ム
・
ア
ー
ビ
ン
が
「
あ
ら
ゆ
る
合
法
的
手
段
で
対
抗
す
る
」
と
い
う
「
南
部
宣
言
」
を
公
表
し
た
。
こ
う
し
た
宣
言
は
上
院
一
七
名
、
下
院
七
七
名
の
支
持
を
得
た
。
一
九
五
五
年
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
で
ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク
ス
逮
捕
を
契
機
と
す
る
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
お
き
る
と
ア
ラ
バ
マ
州
法
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
市
条
例
に
対
す
る
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
潮
流
は
一
九
六
三
年
八
月
二
八
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
、
キ
ン
グ
牧
師
の
歴
史
的
演
説
な
ど
を
経
て
、
翌
六
四
年
七
月
二
日
の
公
民
権
法
制
定
へ
と
結
実
し
て
ゆ
く
。
あ
ら
ゆ
る
人
種
差
別
を
違
憲
と
す
る
公
民
権
法
は
、
差
別
を
行
う
州
政
府
へ
の
予
算
カ
ッ
ト
を
も
含
む
画
期
的
内
容
で
あ
っ
た
。
公
民
権
問
題
に
対
す
る
南
部
民
主
党
の
立
場
は
、
一
九
四
八
年
・
六
四
年
・
六
八
年
の
大
統
領
選
で
明
ら
か
と
な
る
。
一
九
四
八
年
に
は
ト
ル
ー
マ
ン
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
公
民
権
擁
護
を
党
綱
領
に
加
え
た
た
め
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
知
事
ス
ト
ロ
ー
ム
・
サ
ー
モ
ン
ド
が
「
デ
ィ
キ
シ
ー
・
ク
ラ
ッ
ツ
」
か
ら
立
候
補
し
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
・
ア
ラ
バ
マ
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
ル
イ
ジ
ア
ナ
を
獲
得
し
た
。
ま
た
一
九
六
四
年
に
は
公
民
権
法
に
反
対
す
る
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共
和
党
候
補
バ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
南
部
民
主
党
の
支
持
を
受
け
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ア
ラ
バ
マ
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
ル
イ
ジ
ア
ナ
を
獲
得
し
た
。
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
獲
得
し
た
の
は
出
身
州
の
ア
リ
ゾ
ナ
を
除
く
と
南
部
の
み
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
八
年
に
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
知
事
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
レ
ス
が
、
公
民
権
運
動
に
不
快
感
を
持
つ
南
部
民
主
党
を
代
表
し
て
「
ア
メ
リ
カ
独
立
党
」
か
ら
立
候
補
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ア
ラ
バ
マ
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
・
ル
イ
ジ
ア
ナ
を
獲
得
し
た
。
民
主
党
候
補
ハ
ン
フ
リ
ー
と
ア
メ
リ
カ
独
立
党
ウ
ォ
レ
ス
の
票
を
合
算
す
る
と
共
和
党
の
ニ
ク
ソ
ン
に
勝
利
し
て
い
た
と
い
う
試
算
も
あ
る
。
サ
ー
モ
ン
ド
は
そ
の
後
共
和
党
に
転
籍
し
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
上
院
議
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇
〇
二
年
一
二
月
五
日
、
一
〇
〇
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
彼
の
誕
生
会
で
共
和
党
上
院
院
内
総
務
ト
レ
ン
ト
・
ロ
ッ
ト
は
「
一
九
四
八
年
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
が
サ
ー
モ
ン
ド
氏
を
選
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
他
州
も
我
々
に
倣
っ
て
い
れ
ば
、
米
国
が
こ
れ
ま
で
抱
え
て
き
た
す
べ
て
の
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
演
説
し
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
民
主
党
南
部
保
守
派
の
差
別
意
識
を
包
摂
す
る
こ
と
で
共
和
党
が
多
数
派
形
成
に
成
功
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
件
と
い
え
よ
う
。
皮
肉
な
こ
と
に
奴
隷
制
廃
止
を
掲
げ
て
結
党
し
た
共
和
党
が
、
南
部
民
主
党
の
反
・
公
民
権
感
情
に
よ
っ
て
保
守
派
の
安
定
し
た
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
13
）。
第
三
章
　
二
〇
〇
八
年
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
の
支
持
基
盤
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
労
働
組
合
な
ど
の
関
係
性
が
変
容
す
る
な
か
で
、
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
の
か
。
予
備
選
段
階
で
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
系
労
組
の
う
ち
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｅ
・
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
・
Ｕ
Ａ
Ｗ
な
ど
一
九
労
組
が
オ
バ
マ
支
持
、
Ａ
Ｔ
Ｕ
・
Ｉ
Ａ
Ｗ
・
Ｔ
Ｃ
Ｎ
／
Ｉ
Ａ
Ｍ
な
ど
一
〇
の
労
組
が
ヒ
ラ
リ
ー
を
支
持
し
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｗ
系
労
組
は
オ
バ
マ
を
支
持
し
た
（
14
）
。
六
月
に
予
備
選
が
決
着
す
る
と
と
も
に
オ
バ
マ
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
顧
問
と
な
り
、
形
式
上
す
べ
て
の
組
合
が
オ
バ
マ
を
支
持
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
中
西
部
に
お
け
る
低
学
歴
・
低
所
得
の
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー
が
熱
狂
的
に
ヒ
ラ
リ
ー
を
支
持
す
る
な
ど
本
選
で
の
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
効
果
を
懸
念
す
る
意
見
も
現
れ
た
。
他
方
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
有
権
者
が
三
二
％
を
占
め
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
テ
キ
サ
ス
な
ど
の
予
備
選
で
は
ヒ
ラ
リ
ー
が
勝
利
し
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
と
ア
フ
リ
カ
系
の
対
抗
関
係
も
懸
念
さ
れ
た
。
第
三
章
で
は
二
〇
〇
八
年
大
統
領
選
の
選
挙
結
果
と
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
。
（
１
）
大
統
領
選
挙
の
結
果
二
〇
〇
八
年
一
一
月
四
日
の
選
挙
は
、
民
主
党
候
補
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
三
六
五
対
一
七
三
の
大
差
で
、
共
和
党
マ
ケ
イ
ン
候
補
に
圧
勝
し
、
上
下
両
院
で
も
民
主
党
が
多
数
を
確
保
し
た
。
大
統
領
選
挙
の
基
本
的
構
図
は
二
〇
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〇
〇
年
・
二
〇
〇
四
年
と
同
様
、
東
部
と
ウ
ェ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
が
民
主
党
、
南
部
と
ロ
ッ
キ
ー
山
系
が
共
和
党
、
中
西
部
諸
州
と
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
・
フ
ロ
リ
ダ
が
激
戦
州
と
い
う
形
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
た
（
15
）。
結
果
的
に
激
戦
州
の
多
く
は
オ
バ
マ
が
勝
利
し
、
獲
得
代
議
員
数
で
は
大
差
と
な
っ
た
。
し
か
し
得
票
率
で
は
五
三
％
対
四
六
％
と
僅
差
に
過
ぎ
な
い
。
前
回
ブ
ッ
シ
ュ
が
勝
利
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
回
オ
バ
マ
が
獲
得
し
た
州
は
九
つ
に
及
ん
で
い
る
。
フ
ロ
リ
ダ
・
オ
ハ
イ
オ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
・
ア
イ
オ
ワ
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
・
コ
ロ
ラ
ド
・
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
・
ネ
バ
ダ
で
あ
る
。
ア
イ
オ
ワ
は
一
月
三
日
の
予
備
選
で
オ
バ
マ
が
大
本
命
ヒ
ラ
リ
ー
を
破
っ
た
州
で
あ
り
、
白
人
有
権
者
が
九
一
％
を
占
め
る
同
州
の
勝
利
が
奇
跡
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
・
ネ
バ
ダ
・
フ
ロ
リ
ダ
で
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
動
向
が
大
き
く
影
響
し
た
。
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
場
合
、
州
知
事
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
ビ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
有
権
者
の
六
九
％
を
民
主
党
が
獲
得
し
た
。
前
回
を
二
七
％
上
回
っ
て
い
る
。
ネ
バ
ダ
で
は
、
民
主
党
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
七
六
％
を
占
め
、
こ
れ
も
前
回
を
三
三
％
上
回
っ
た
。
フ
ロ
リ
ダ
で
は
、
同
様
に
民
主
党
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
五
七
％
を
占
め
、
前
回
を
二
七
％
上
回
っ
た
。
有
権
者
全
体
に
占
め
る
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
比
率
は
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
四
〇
％
、
ネ
バ
ダ
一
五
％
、
フ
ロ
リ
ダ
一
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
民
主
党
大
会
が
開
催
さ
れ
た
コ
ロ
ラ
ド
で
も
有
権
者
の
一
三
％
を
占
め
る
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
六
一
％
が
民
主
党
を
支
持
し
た（16
）。
中
西
部
の
オ
ハ
イ
オ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
は
オ
バ
マ
の
選
出
さ
れ
て
い
る
イ
リ
ノ
イ
に
隣
接
し
、
労
組
の
支
持
が
堅
い
地
域
と
い
え
る
。
予
備
選
で
は
ヒ
ラ
リ
ー
と
オ
バ
マ
の
間
で
労
組
の
支
持
を
め
ぐ
る
熾
烈
な
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ
た
が
、
候
補
者
指
名
を
確
実
に
し
た
六
月
以
降
は
オ
バ
マ
が
全
面
的
支
援
を
取
り
付
け
て
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
を
育
て
た
鉄
鋼
・
炭
鉱
労
組
す
ら
オ
バ
マ
支
持
で
結
束
し
て
い
る
。
低
所
得
・
低
学
歴
の
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー
に
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
効
果
が
生
じ
る
の
で
は
、
と
の
懸
念
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
さ
ら
に
カ
ー
タ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
以
来
久
々
に
南
部
諸
州
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
勝
利
は
オ
バ
マ
の
新
時
代
を
象
徴
す
る
変
化
の
現
れ
と
い
え
よ
う
。
合
衆
国
全
体
と
し
て
は
、
白
人
の
四
三
％
、
ア
フ
リ
カ
系
の
九
五
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
六
七
％
、
ア
ジ
ア
系
の
六
二
％
を
民
主
党
が
獲
得
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
上
下
両
院
に
占
め
る
民
主
党
の
獲
得
議
席
は
、
改
選
前
に
加
え
て
堅
実
に
増
加
し
、（
〇
八
年
一
一
月
一
九
日
の
時
点
で
）
上
院
が
五
一
議
席
か
ら
五
八
議
席
へ
、
下
院
が
二
三
六
議
席
か
ら
二
五
五
議
席
へ
と
勢
力
を
の
ば
し
た
。
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
上
下
両
院
を
支
配
し
た
共
和
党
の
優
位
は
崩
れ
、
再
び
民
主
党
多
数
の
議
会
構
成
が
安
定
す
る
期
待
も
あ
る
。
（
２
）
オ
バ
マ
の
勝
利
が
意
味
す
る
も
の
無
名
の
イ
リ
ノ
イ
州
議
会
議
員
、
下
院
選
に
破
れ
再
起
を
図
っ
て
い
た
オ
バ
マ
が
一
躍
全
国
レ
ベ
ル
で
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
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四
年
の
民
主
党
大
会
に
お
け
る
キ
ー
ノ
ー
ト
・
ア
ド
レ
ス
（
基
調
報
告
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
「
ひ
と
つ
の
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
二
〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
以
来
続
い
て
い
た
国
内
の
分
裂
と
対
立
を
乗
り
越
え
る
テ
ー
ゼ
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。「
二
つ
の
ア
メ
リ
カ
」
に
象
徴
さ
れ
る
未
曾
有
の
混
乱
と
憎
悪
は
ブ
ッ
シ
ュ
時
代
の
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
。
地
政
学
・
価
値
観
・
社
会
的
属
性
な
ど
多
く
の
点
で
、
共
和
党
政
権
の
八
年
間
は
明
白
な
対
立
と
不
寛
容
を
増
幅
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
オ
バ
マ
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
で
は
な
く
、
人
種
問
題
の
み
な
ら
ず
多
く
の
点
で
対
立
の
図
式
を
越
え
た
存
在
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
を
獲
得
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
オ
バ
マ
が
大
統
領
選
勝
利
演
説
で
、
軍
事
力
で
も
経
済
力
で
も
な
く
、
夢
の
実
現
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
の
最
大
の
魅
力
だ
と
主
張
し
た
の
も
象
徴
的
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
は
冷
戦
終
結
時
の
瞬
間
風
速
と
も
い
え
る
経
済
・
軍
事
の
圧
倒
的
優
位
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
ア
メ
リ
カ
が
選
択
し
た
ユ
ニ
・
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
や
市
場
原
理
主
義
は
泥
沼
の
イ
ラ
ク
戦
争
や
惨
憺
た
る
金
融
危
機
を
招
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
次
元
を
超
え
て
「
誰
も
が
サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
主
人
公
に
な
れ
る
ア
メ
リ
カ
」
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
し
て
魅
力
的
で
あ
る
。
現
実
主
義
・
穏
健
派
の
オ
バ
マ
が
夢
の
実
現
、
理
想
の
実
現
を
語
り
な
が
ら
、
な
ん
ら
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
と
こ
ろ
に
も
彼
の
政
治
的
資
質
が
う
か
が
え
る
。
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」「
市
場
経
済
」
な
ど
ア
メ
リ
カ
を
象
徴
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
共
和
党
政
権
の
下
で
、
戯
画
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
中
東
の
人
々
に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
を
選
ぶ
権
限
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
決
定
の
原
則
を
踏
み
に
じ
り
「
中
東
の
民
主
化
」
を
目
指
し
た
戦
争
は
、
出
口
戦
略
す
ら
用
意
さ
れ
て
い
な
い
泥
沼
と
な
っ
た
。
国
民
経
済
に
血
液
を
供
給
す
る
銀
行
に
は
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
制
度
趣
旨
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
来
「
銀
行
業
務
と
証
券
業
務
の
分
離
」
を
義
務
づ
け
る
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
安
全
装
置
は
市
場
原
理
主
義
の
下
で
解
体
さ
れ
、
他
国
に
例
を
見
な
い
社
会
か
ら
の
制
御
調
整
な
き
市
場
の
暴
走
が
展
開
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」
と
称
さ
れ
豊
か
な
消
費
社
会
ア
メ
リ
カ
を
象
徴
す
る
存
在
だ
っ
た
自
動
車
産
業
も
今
や
崩
壊
し
つ
つ
あ
る（17
）
。
過
去
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
栄
光
・
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
が
再
び
問
わ
れ
て
い
る
歴
史
的
局
面
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
オ
バ
マ
政
権
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
蘇
生
で
き
る
か
否
か
、
歴
史
的
転
換
期
の
課
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
び
に
か
え
て
イ
ラ
ク
戦
争
や
金
融
危
機
の
な
か
で
行
わ
れ
た
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
は
民
主
党
候
補
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た
。
地
政
学
的
に
は
東
部
・
西
海
岸
が
民
主
党
、
南
部
・
ロ
ッ
キ
ー
山
系
が
共
和
党
、
中
西
部
諸
州
や
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
・
フ
ロ
リ
ダ
が
激
戦
州
と
い
う
構
図
が
継
続
さ
れ
、
激
戦
州
の
多
く
で
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オ
バ
マ
が
勝
利
し
た
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
中
西
部
は
激
戦
州
な
の
か
？
　
南
部
サ
ン
ベ
ル
ト
の
「
ノ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン
戦
略
」
と
そ
の
興
隆
は
コ
イ
ン
の
表
と
裏
と
し
て
中
西
部
の
空
洞
化
を
も
た
ら
し
、
高
度
成
長
期
に
は
ア
メ
リ
カ
の
夢
を
体
現
し
て
い
た
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
地
域
が
い
ま
や
全
米
で
最
も
貧
し
い
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
実
が
あ
る
。
本
論
で
は
第
一
章
で
、
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
・
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
労
働
組
合
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
間
に
存
在
す
る
軋
轢
と
確
執
を
検
討
し
た
。
ま
た
第
二
章
で
は
、「
公
民
権
問
題
」「
サ
ン
ベ
ル
ト
の
労
働
な
き
企
業
社
会
」
な
ど
の
要
因
が
南
部
の
政
治
社
会
に
も
た
ら
し
た
変
容
を
考
察
し
た
。
民
主
党
の
支
持
基
盤
は
産
業
構
造
の
変
化
や
地
政
学
的
特
性
と
か
か
わ
り
な
が
ら
絶
え
ず
変
容
し
て
い
る
。
第
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
・
ネ
バ
ダ
な
ど
の
西
部
で
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
増
加
が
選
挙
結
果
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
人
種
構
成
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か
も
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
（
18
）。
二
〇
〇
八
年
の
選
挙
結
果
は
中
長
期
的
に
は
ア
メ
リ
カ
政
治
に
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
八
年
間
は
議
会
が
共
和
党
優
位
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ニ
ュ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ツ
の
経
済
政
策
が
重
視
さ
れ
た
。「
就
労
促
進
型
の
福
祉
削
減
と
財
政
再
建
」
と
い
っ
た
共
和
党
さ
え
な
し
え
な
か
っ
た
中
道
右
派
的
政
策
が
民
主
党
政
権
の
も
と
で
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
19
）。
「
リ
ベ
ラ
ル
」
を
自
覚
す
る
社
会
層
は
出
口
調
査
で
二
二
％
に
過
ぎ
ず
、「
労
働
な
き
企
業
社
会
」
に
依
拠
し
た
南
部
の
堅
い
保
守
支
持
層
は
今
回
も
一
定
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
や
ネ
バ
ダ
で
は
、
西
海
岸
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
が
隣
接
諸
州
に
影
響
力
を
浸
透
さ
せ
て
ゆ
く
傾
向
も
み
ら
れ
た
（
20
）。こ
う
し
た
流
れ
が
ア
メ
リ
カ
政
治
に
新
た
な
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
オ
バ
マ
政
権
の
も
と
で
民
主
党
支
持
基
盤
の
社
会
的
内
実
が
ど
の
よ
う
に
政
策
に
帰
結
し
て
い
く
の
か
を
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
註（１
）K
enneth
Finegold
and
T
heda
Skocpol,1995,State
and
Party
in
A
m
erica’
N
ew
D
eal,U
niversity
ofW
isconsin
Press,M
adison
W
isconsin,p23
（
２
）
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
民
主
党
政
権
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
歴
史
的
制
度
論
の
国
家
像
と
そ
の
変
容
」
中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
叢
書
10
『
体
制
擁
護
と
変
革
の
思
想
』
所
収
、
中
央
大
学
出
版
、
二
〇
〇
一
を
参
照
。
（
３
）
一
九
四
四
年
七
月
二
〇
日
の
民
主
党
大
会
で
ト
ル
ー
マ
ン
に
副
大
統
領
候
補
の
座
を
奪
わ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
は
商
務
長
官
と
し
て
閣
内
に
留
任
す
る
も
の
の
、
一
九
四
六
年
九
月
、
原
子
力
の
国
際
管
理
を
め
ぐ
り
ト
ル
ー
マ
ン
と
対
立
し
て
辞
任
し
た
。
四
八
年
の
大
統
領
選
に
は
民
主
党
を
離
脱
し
「
進
歩
党
」
を
結
成
し
て
選
挙
に
臨
ん
だ
が
、
代
議
員
を
獲
得
で
き
ず
政
治
生
命
を
断
た
れ
た
。
（
４
）
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
―
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
の
動
向
を
中
心
に
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
一
五
日
発
行
、
を
参
照
。
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（
５
）
医
療
保
険
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
千
春
「
雇
用
主
提
供
医
療
保
険
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
」、
渋
谷
博
・
中
浜
隆
編
『
ア
メ
リ
カ
の
年
金
と
医
療
』
所
収
、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
を
参
照
。
（
６
）
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
雇
用
主
提
供
型
医
療
保
険
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
」
八
一
―
八
三
頁
を
参
照
。
（
７
）
二
〇
〇
八
年
八
月
二
五
日
ワ
シ
ン
ト
ン
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
本
部
に
て
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
国
際
局
次
長
ス
タ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ク
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
一
九
九
二
年
お
よ
び
一
九
九
四
年
の
下
院
議
員
に
つ
い
て
入
念
に
精
査
し
て
い
た
だ
い
た
。
（
８
）
移
民
法
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
はV
ictor
N
arro,K
ent
W
ong,and
Janna
Shadduck-H
erna’ndez,
“T
H
E
2006
IM
M
IG
R
A
N
T
U
P
R
ISIN
G
O
rigin
and
Future”,in
N
ew
Labour
F
orum
,V
olum
e16,Issuel,W
inter
2007
を
参
照
。
（
９
）
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
と
労
働
運
動
に
つ
い
て
はR
uth
M
ilkm
an,2006,L.A
.
ST
O
R
Y,:Im
igrant
W
orker
and
the
Future
of
the
U
S
Labour
M
ovem
ent,
R
usselSA
G
E
Foundation,N
ew
Y
ork
を
参
照
。
（
10
）
南
部
の
定
義
に
つ
い
て
米
国
労
働
局
は
、
南
部
太
平
洋
岸：
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
、
ウ
エ
ス
ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
フ
ロ
リ
ダ
中
東
南
部：
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
テ
ネ
シ
ー
、
ア
ラ
バ
マ
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
中
西
南
部：
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
テ
キ
サ
ス
と
い
っ
た
包
括
的
定
義
を
与
え
て
い
る
が
、
本
論
で
は
境
界
州
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
ミ
ズ
ー
リ
な
ど
も
含
め
ず
厳
格
に
一
一
州
を
南
部
と
し
た
。
（
11
）
戦
後
期
の
大
統
領
選
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
議
会
が
発
行
し
て
い
るG
uide
T
o
U
.S.E
lection
2004,Part
III
Presidential
E
lections,C
hapter18,E
lectoral
V
oters
に
依
拠
し
た
。
（
12
）
篠
田
徹
「
岐
路
に
立
つ
労
働
運
動
―
共
和
党
の
攻
勢
と
労
組
の
戦
略
論
争
」
久
保
文
明
編
『
米
国
民
主
党
』
所
収
、
二
〇
〇
五
年
、
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
一
三
―
二
二
七
頁
。
（
13
）http://archives.cnn.com
/2002/A
LLPO
LIT
IC
S/12/19/lott.com
ent/
Lottapologizes
forT
hurm
ond
com
m
ent,
B
y
John
M
ercurio,C
N
N
W
ashington
B
ureau.
（
14
）
予
備
選
挙
に
お
け
る
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
労
組
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
国
際
局
次
長
ス
タ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ク
氏
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
お
よ
び
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
考
に
し
た
。
http://w
w
w
.aflcio.org/issues/union.cfl
W
orking
Fam
ilies
V
ote2008:A
FL-C
IO
U
nions
on
E
lection
2008.
（
15
）
大
統
領
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
依
拠
し
て
い
る
。
http://w
w
w
.cnn.com
/E
LE
C
T
IO
N
/2008/
E
lection
C
enter2008
-E
lection
R
esults
&
Politics
N
ew
s
from
C
N
N
.com
（
16
）
平
成
一
九
―
二
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
）「
移
動
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
政
治
学
―
帝
国
と
越
境
す
る
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
」（
研
究
代
表
　
加
藤
哲
郎
　
一
橋
大
学
教
授
）
に
お
い
て
筆
者
は
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
と
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
」
を
担
当
し
て
い
る
。
本
論
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ロ
ラ
ド
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
お
け
る
今
年
度
の
海
外
研
修
を
契
機
に
執
筆
さ
れ
た
。（
研
修
期
間：
二
〇
〇
八
年
八
月
二
〇
日
か
ら
三
一
日
ま
で
）
（
17
）
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
か
ら
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
デ
ィ
ズ
ム
へ
の
変
容
を
対
象
と
す
る
政
治
学
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
国
際
競
争
力
」『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
政
治
学
』
所
収
、
日
本
比
較
政
治
学
会
編
（
年
報
第
二
号
）
早
稲
田
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大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
を
参
照
。
（
18
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
移
民
の
構
成
と
そ
の
推
移
に
つ
い
て
は
、A
lejandro
Portes
and
R
uben
G
.R
um
baut,2006
、IM
M
IG
R
A
N
T
A
M
E
R
IC
A
A
Portrait,
(T
hird
E
dision)
U
niversity
of
C
alifornia
Press,B
erkeley
・Los
A
ngeles
・
London
を
参
照
。
（
19
）
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
福
祉
改
革
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
福
祉
を
め
ぐ
る
新
し
い
政
治
の
多
様
性
―
ポ
ー
ル
・
ピ
ア
ソ
ン
を
中
心
に
」
跡
見
学
園
女
子
大
学
『
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
四
号
二
〇
〇
六
年
三
月
一
五
日
発
行
、
八
〇
―
八
一
頁
を
参
照
。
（
20
）
労
働
運
動
に
好
意
的
な
研
究
者
の
間
で
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
社
会
的
内
実
に
批
判
的
な
論
考
は
多
い
。
と
り
わ
けC
hange
to
W
in
の
中
心
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
が
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
チ
を
一
〇
万
人
規
模
に
集
権
化
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｗ
を
新
た
な
ゴ
ン
パ
ー
ス
主
義
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
研
究
書
と
し
て
は
、F
letcher,B
ill
Jr.
and
G
apasin,
F
ernand,
2008
Solidarity
D
ivided,:T
he
C
risis
in
O
rganized
Labour
and
a
N
ew
Pass
tow
ard
Social
Justice,B
erkeley,U
niversity
ofC
alifornia
Press.
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